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●主　　催：「にっぽん-大使たちの視線」写真展実行委員会　
●共　　催：公益財団法人兵庫県国際交流協会
●後　　援：公益社団法人日本写真協会、参加国大使館、外務省、関西領事団
●特別協賛：キヤノン株式会社
●お問い合わせ: 公益財団法人兵庫県国際交流協会　企画広報課　TEL:078-230-3267　

兵庫県国際交流協会 交流ギャラリー
10:30～18:30（土・日・祝日、12月29日～1月3日は除く）

2016
（平成28年）12月1日　～
神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番1号　国際健康開発センター2F

TEL.078-230-3267

木 木

開催
場所

開催
期間 1月12日2017

（平成29年）

入場
無料

「にっぽん－大使たちの視線」写真展は、駐日外交官がとらえた日本の姿を、写真芸術を通じて表現するというユニークな試みです。
高円宮妃殿下名誉総裁を中心に、故町村議員の任を引き継いだ中曽根弘文参議院議員、駐日大使等のご協力をいただき、テーマの設
定、写真の選定、各国大使への呼びかけ、などの運営に携わって頂いております。平成10年10月に初めて開催され、以降、毎年実行委員
長を中心に、多くの外交官が参加、東京、名古屋、神戸、北海道、などで開催されるようになりました。 本年より、ベアトリス・キルシュ ルク
センブルク大使が実行委員長に就任。メインテーマは ”Scintillating Japan”（きらめくニッポン）42ヵ国72名の外交官が参加します。
外交官は職業上駐在する国の鋭敏な観察者です。在任中に、その国の各地を訪れ、人々の生活に触れ、問題を共有し、経験を積みます。
その経験が、各外交官の母国への関心事として写真に投影されるのが、この写真展の最大の特徴といえます。

にっぽん 大使たちの
   視線2016ー

 “Japan - Through Diplomats' Eyes” provides an important forum for international exchange.It is to be hoped that it will continue to improve so that even 
more people will come to the exhibition, find it interesting, informative and exhilarating and that they will want to come again.  H.I.H Princess Takamado


